
「
岡
目
一
目
」

　

東
野
良
と
い
う
山
男
が『
山
、

限
り
な
き
憧
憬
』
と
い
う
本
を

出
し
た
。
日
本
の
山
々
や
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
々
の
膨
大
な
写
真
や

思
い
出
を
、
あ
の
世
に
持
っ
て

行
け
な
い
の
で
、
終
活
本
に
ま

と
め
た
と
言
う
。
テ
ン
ト
の
中

に
居
た
時
間
の
合
計
は
、
ゆ
う

に
三
年
以
上
に
な
る
そ
う
だ
。

　

七
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
地

で
も
酸
素
ボ
ン
ベ
な
し
で
動
け

る
男
は
、
カ
イ
ラ
ス
山
の
五
体

投
地
の
巡
礼
の
姿
な
ど
、
数
々

の
特
ダ
ネ
放
送
を
出
し
続
け
て

き
た
。
本
は
、
あ
の
東
北
の
大

津
波
を
危
機
一
髪
で
逃
げ
た
時

の
写
真
か
ら
始
ま
る
。

　
「
人
間
は
自
然
と
共
生
し
て

生
き
て
い
る
」
と
い
う
彼
の
登

山
は
、
西
洋
式
の
征
服
す
る
登

山
と
は
違
う
。
こ
れ
は
高
山
の

木
下
喜
代
男
さ
ん
の
本
『
飛
騨

の
山
と
あ
る
日
』と
共
鳴
す
る
。

二
冊
の
本
の
後
ろ
で
、
縄
文
人

が
行
き
来
す
る
。
縄
文
人
の
祈

り
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

ア
プ
リ
ア
プ
リ
で
全
て
便
利

な
世
の
中
で
、
と
も
す
る
と

我
々
は
生
き
る
上
で
よ
り
大
切

な
も
の
を
見
失
う
こ
と
は
な
い

か
。

　

東
野
さ
ん
は
、
東
北
石
巻
で

育
ち
、木
下
さ
ん
は
飛
騨
高
山
。

同
い
年
の
二
人
は
、
七
十
五
歳

を
過
ぎ
て
な
お
、山
に
向
か
う
。

               

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
高
め
た
文
学
者
の
経
歴

と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
の
文
学

の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、「
近

代
文
学
館
企
画
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
郷
土
の
詩
人
・
歌
人

の
福
田
夕
咲
と
若
山
牧
水
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
二
人
の
高
山
で
の

偶
然
の
再
会
に
始
ま
る
交
流
の
様

子
を
手
紙
や
文
書
に
よ
り
辿
り
ま

す
。
ま
た
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
郷
土
の
歌
人
た
ち
の
作
品

を
通
し
て
、
近
代
文
学
に
お
け
る

飛
騨
高
山
と
中
央
の
文
学
界
の
つ

な
が
り
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま

す
。

◇
日
時　

二
月
十
五
日
（
土
）・

　

十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午

　

後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

福
田
夕
咲

　
詩
人
・
歌
人
。
高
山
市
大
新
町

一
の
出
身
。
吉
郎
兵
衛
（
敦
雄
）

の
四
男
。
本
名
は
有
作
。
斐
太
中

学
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。

　
学
生
時
代
か
ら
人
見
東
明
ら
と

第
31
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

福
田
夕
咲
と
若
山
牧
水

会
場
　高
山
市
民
文
化
会
館

2/15㈯
16㈰

交
わ
っ
て
「
自
由
詩
社
」
を
創

設
。
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）

読
売
新
聞
社
に
入
社
し
て
詩
壇
の

新
運
動
に
参
加
。
家
庭
の
事
情
で

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
帰
郷
。

瀧
井
孝
作
ら
と
の
『
ツ
チ
グ
モ
』

の
創
刊
、（
大
三
（
一
九
一
四
））

『
飛
騨
新
聞
』
創
刊
（
昭
二
二

（
一
九
四
七
））
を
始
め
山
百
合
詩

社
、
飛
騨
山
刀
倶
楽
部
、
飛
騨
短

歌
会
な
ど
を
育
て
て
飛
騨
の
文
化

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の

才
能
か
ら
、
飛
騨
と
い
う
田
舎
に

こ
も
る
の
を
惜
し
む
声
も
あ
っ

た
。

　
詩
集
『
春
の
夢
』、
歌
集
『
山

花
一
束
』『
山
づ
と
』。

　
　
　
【
飛
騨
人
物
事
典
よ
り
抜
粋
】

若
山
牧
水

　
歌
人
。
本
名
繁
。
宮
崎
県
東
臼

杵
郡
東
郷
村
（
現
日
向
市
）
の
医

師
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
に
入
学
。

短
歌
と
俳
句
を
始
め
る
。
十
八
歳

の
と
き
、
号
を
牧
水
と
す
る
。
明

治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
早
稲

田
大
学
英
文
科
卒
、
七
月
に
処

女
歌
集
『
海
の
声
』
出
版
。
明

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
創

作
社
を
興
し
て
詩
歌
雑
誌
「
創

作
」
を
主
宰
す
る
。
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
詩
歌
総
合
雑
誌
「
詩

歌
時
代
」
を
創
刊
。

福田夕咲歌碑

若山牧水歌碑
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with Friends

SADAO

Sadao Watanabe    
Russell Ferrante  

  Edwin Livingston 
Ittetsu Takemura

as            

p         

b      
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午後7時開演/午後6時15分開場

金4 10 高山市民文化会館大ホール

〔一般〕                       　　4，000円
〔メセナメイト会員〕         　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕   　 　1，000円

チケット料金（税込） 全席指定 チケット発売

※未就学児童のご入場はお断りいたします。

メセナメイト先行発売 午前10時～
一般発売 午後1時～

（ネット受付午後2時～）

2月8日（土）

プレイガイド
高山市民文化会館 　飛騨市文化交流センター
下呂交流会館　チケットぴあ[Ｐコード175-362]

湯山昭の音楽湯山昭の音楽
What The World Needs Akira YuyamaWhat The World Needs Akira Yuyama

〈演奏予定楽曲〉
ピアノ曲集『お菓子の世界』より、ヴァイオリンとピアノのための小奏鳴曲、

マリンバとアルトサクソフォーンのためのディヴェルティメント、
湯山昭歌曲集～「鳴子を弾いても」、「電話」、歌曲集 カレンダーより「七月/夏のレセプション」ほか、

男声合唱とピアノのための「ゆうやけの歌」、合唱曲「思い出の高山」/「くじらの子守歌」

〈演奏予定楽曲〉
ピアノ曲集『お菓子の世界』より、ヴァイオリンとピアノのための小奏鳴曲、

マリンバとアルトサクソフォーンのためのディヴェルティメント、
湯山昭歌曲集～「鳴子を弾いても」、「電話」、歌曲集 カレンダーより「七月/夏のレセプション」ほか、

男声合唱とピアノのための「ゆうやけの歌」、合唱曲「思い出の高山」/「くじらの子守歌」

湯山 昭

新垣 隆上野耕平湯山玲子

午後3時開演/午後2時30分開場

高山市民文化会館大ホール

※3歳児未満入場不可（母子室あり）

日3 15
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館　
飛騨市文化交流センター
下呂交流会館 　
チケットぴあ[Ｐコード171-575]

〔一般〕　　　　　　　 Ｓ席3，500円・Ａ席2，500円
〔メセナメイト会員〕　　　Ｓ席3，000円・Ａ席2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕　Ｓ席・Ａ席共に500円

チケット好評販売中

日本のクラシック音楽史上、最も大衆に愛された作曲
モダンな和声と複雑系リズム、悲しい明るさが止まらない！
日本のクラシック音楽史上、最も大衆に愛された作曲
モダンな和声と複雑系リズム、悲しい明るさが止まらない！

●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　
●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）　
http://www.takayama-bunka.org

（一社）高山市文化協会  tel.0577-34-6550

●各種特典ございます。詳しくは、お問い合わせください。

個人4,000円、団体7,000円、賛助（企業）12,000円

高山市文化協会賛助会員
文化協会の活動を支えていただいている法人等です。

ご支援ありがとうございます。 （50音順、敬称略）

蜻蛉舎
東流舞踊研究所
株式会社 アリス
株式会社 伊千呂
株式会社 伊藤薬局
株式会社 岩佐鐵工所
打保法律事務所
株式会社 打保屋
遠藤隆浩税理士事務所
大垣共立銀行
柏木工株式会社
株式会社 栗本生花店
株式会社 ゴーアヘッドワークス
有限会社 コサカ楽器

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
阪下法律事務所
山都印刷株式会社
株式会社 三礼
市民時報旅行株式会社
株式会社 十六銀行高山支店
株式会社 松華堂文具店
新興自動車株式会社
崇教 真光
株式会社 洲さき
株式会社 スズキ薬局
特定医療法人生仁会 須田病院
株式会社 駿河屋魚一
株式会社 第一産業高山本店
医療法人敬愛会 高井整形外科眼科医院
高山金融協会
株式会社 高山グリーンホテル
高山市商店街振興組合連合会
株式会社 高山市民時報社
高山信用金庫
有限会社 高山石材
高山米穀協業組合
高山祭屋台保存技術協同組合
田中勝彦税理士事務所
株式会社中日AVシステム 飛騨営業所
中部電力（株）電力ネットワークカンパニー 高山営業所
東罐高山株式会社

株式会社 トーエネック高山営業所
トーヨー事務器株式会社
なべかま
株式会社 鍋島商店
二木酒造株式会社
株式会社 二反田工務店
日進木工株式会社
株式会社 丹生川観光
濃飛乗合自動車株式会社
株式会社 挾土組
有限会社 萬代
飛騨印刷株式会社
飛騨会計事務所
飛騨建設株式会社
飛騨産業株式会社
ヒダシキ株式会社
飛騨信用組合
斐太石油株式会社
飛騨高山森林組合
医療法人天照会ひだ高山整形外科
株式会社 飛騨庭石
株式会社 ひだホテルプラザ
飛騨酪農農業協同組合
飛騨冷凍空調 株式会社
飛雄建設株式会社
有限会社 平瀬酒造店
株式会社 平田酒造場
有限会社 フジ企画広告事務所
平和メディク株式会社
株式会社ペガサス seiso
前越路子税理士事務所
株式会社 マツクラ産業
株式会社 丸進工機
丸仲建設株式会社
有限会社 丸山建築
株式会社 みの谷
名鉄観光サービス株式会社 高山支店
有限会社 モーツアルト
有限会社 モンビル
有限会社 ゆはら染工
有限会社 脇陣

年会費改定の
お願いと

会員募集

昭和50年代より変更していない文化協会
会費ですが、令和2年度から諸般の事情
により下記の様に改定させていただきたく、
皆様のご理解とご協力をお願いします。
高山市文化協会は、芸術・学術の普及と
向上に関する事業を実施し、会員の皆様

とともに地域の文化振興と発展に寄与することを目的として設立されている一般社
団法人です。ぜひご入会していただき、高山の文化を応援してください。

年会費

お申込み先


